
広報おおさき　2018年 7月号 広報おおさき　2018年 7月号

[表3]  市で実施する子宮頸がん集団検診

 

総
務
課
人
事
担
当
　


5
1
9
5

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
が
目
指
す
将
来
像
「
宝
の
都

（
く
に
）・
大
崎
～
ず
っ
と
お
お
さ

き
・
い
つ
か
は
お
お
さ
き
～
」
の
実

現
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
が
市
政
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
意
見
や
要

望
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
何
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
を
把
握

す
る
た
め
、
市
民
意
識
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
市
政
を
行
っ
て
い
く

た
め
、
多
く
の
意
見
を
反
映
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
目
的

　

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
市
が

取
り
組
ん
で
い
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
の
施
策
に
反
映
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト


東
北
新
時
代
へ
の
挑
戦


連
携
・
醸
成
・
発
信 

次
世
代
へ

　

つ
な
ぐ
産
業
の
創
造


真
の
豊
か
さ 

実
感
都
市
の
実

　

現

地
域
を
支
え
る
地
域
自
治
組
織

　

の
躍
進

■
調
査
期
間

　

7
月
上
旬
か
ら
7
月
下
旬

■
対
象
者

　
15
歳
以
上
の
市
民

※
調
査
は
、
対
象
者
の
中
か
ら

　

５
０
０
０
人
を
無
作
為
に
抽
出

　

し
て
行
い
ま
す
。

■
配
布
と
回
収
方
法

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
人
を
対
象

に
、
調
査
票
を
郵
送
で
配
布
し
ま

す
。
調
査
票
が
届
い
た
ら
中
身
を

確
認
し
、
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

記
入
済
み
の
調
査
票
は
、
配
布

時
に
同
封
す
る
返
信
用
封
筒
に
入

れ
、
7
月
27
日

ま
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
返
信
用
封
筒
に

切
手
の
貼
付
は
不
要
で
す
。

※
電
話
や
訪
問
な
ど
で
、
個
別
に

　

問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
は
一

　

切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
結
果
の
公
表

　
調
査
結
果
は
、
広
報
お
お
さ
き
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
公
表
し

ま
す
。

 

政
策
課
政
策
企
画
担
当
　


2
1
2
9

市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す

子
宮
頸
が
ん
の
罹
患
率
は
、
若
年

層
の
間
で
急
激
に
増
加

　

現
在
、
日
本
人
の
2
人
に
1
人

が
発
症
し
、
そ
の
う
ち
3
人
に
1

人
が
死
亡
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

の
が
、
が
ん
で
す
。

　

近
年
で
は
、
食
生
活
の
欧
米
化

な
ど
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
に
よ
っ
て
、
が
ん
に
か
か
る

人
の
年
齢
層
が
低
下
し
て
お
り
、

子
宮
頸
が
ん
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
子

宮
頸
が
ん
に
関
す
る
統
計
に
よ
る

と
、
昭
和
58
年
は
20
代
か
ら
50
代

ま
で
、
年
齢
層
の
上
昇
に
比
例
し

て
罹
患
率
が
増
え
て
い
る
の
に
対

し
、
30
年
経
過
し
た
平
成
25
年
で

は
、
20
代
か
ら
30
代
の
罹
患
率
が

急
増
し
て
い
ま
す
。（
表
1
）

子
宮
頸
が
ん
は
検
診
で
の
早
期
発

見
が
重
要

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
検
診
で
早
期

発
見
し
や
す
い
が
ん
で
す
。
早
期

に
発
見
で
き
れ
ば
、
そ
の
後
の
治

療
が
行
い
や
す
く
、
治
療
後
の
回

復
も
見
込
み
や
す
く
な
り
ま
す

が
、
症
状
が
進
行
し
た
段
階
で
発

見
さ
れ
る
と
、
治
療
が
難
し
く
な

り
ま
す
。そ
の
た
め
、が
ん
検
診
を

積
極
的
に
受
診
し
、
早
期
発
見
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

し
か
し
、
平
成
25
年
度
に
実
施

さ
れ
た
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
に

よ
る
と
、
日
本
の
子
宮
頸
が
ん
検

診
の
受
診
率
は
4
割
弱
と
な
っ
て

お
り
、
半
数
以
上
が
受
診
し
て
い

ま
せ
ん
。

 

健
康
推
進
課
成
人
保
健
担
当
　


５
3
1
1

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

ま
た
、
市
の
平
成
29
年
度
子
宮

頸
が
ん
検
診
受
診
率
は
2
割
弱

と
、
約
5
人
に
1
人
し
か
受
診
し

な
い
と
い
う
、
極
め
て
低
い
状
況

で
す
。
平
成
30
年
度
に
お
い
て

も
、
6
月
4
日
現
在
の
子
宮
頸
が

ん
検
診
申
し
込
み
者
数
は
、
全
体

の
3
割
弱
と
な
っ
て
お
り
、
と
り

わ
け
20
代
の
申
込
者
数
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。（
表
2
）

市
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
実
施
状
況

　
市
で
は
、
集
団
検
診
と
個
別
検

診
で
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

古
川
地
域
で
受
診
す
る
人
は
個

別
検
診
の
み
で
す
が
、
そ
れ
以
外

の
市
内
地
域
で
受
診
す
る
人
は
、

集
団
検
診
と
個
別
検
診
の
い
ず
れ

か
を
受
診
で
き
ま
す
（
対
象
地
域

以
外
の
日
程
で
も
受
診
で
き
ま

す
）
。

個
別
検
診
の
受
診
方
法

　
7
月
2
日

か
ら
11
月
30
日


ま
で
、指
定
医
療
機
関
・
日
程
・
受
付

時
間
な
ど
を
確
認
し
、直
接
受
診

集
団
検
診
の
受
診
方
法

　
各
地
域
の
日
程
、検
診
会
場
、受
付

時
間
を
確
認
し
、直
接
受
診（
表
3
）

個
別
・
集
団
検
診
の
共
通
事
項

■
対
象

　

20
歳
以
上
の
女
性

■
受
診
料

　

20
歳
か
ら
69
歳　

2
1
0
0
円

　

70
歳
以
上　

7
0
0
円

■
持
ち
物

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
票
、
受

診
料
、
健
康
保
険
証
（
個
別
検
診
の

み
）
、
ス
カ
ー
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ

ル
（
集
団
検
診
の
み
）

■
申
込

　

健
康
推
進
課
ま
た
は
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
健
康
増
進
担
当

　

平
成
31
年
4
月
1
日
採
用
の
大

崎
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
区
分
・
職
種
・
募
集
人
員

■
中
級
試
験
（
短
大
卒
程
度
）

幼
稚
園
教
諭
兼
保
育
士  

4
人
程
度

栄
養
士
　
若
干
名

■
初
級
試
験
（
高
校
卒
程
度
）

行
政
　

6
人
程
度

土
木
　
若
干
名

行
政（
身
体
障
が
い
者
）　
若
干
名

■
社
会
人
試
験
（
短
大
卒
程
度
）

幼
稚
園
教
諭
兼
保
育
士
　
若
干
名

自
然
環
境
専
門
員
　
若
干
名

試
験
日
・
申
込
方
法
な
ど

■
一
次
試
験
日

　

９
月
16
日


■
受
験
申
込
書
の
請
求
先

　

総
務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課
で
７
月
2
日

か

ら
配
布
し
ま
す
。
郵
送
で
請
求
す

る
場
合
は
、
1
4
0
円
分
の
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
型
2

号
）
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
（
写
真
貼
付
）
と
受

（資料：国立がん研究センターがん対策情報センター）
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[表1]  子宮頸がんの年代別羅患率
（全国推定値）

年代 対象者（人）申込者（人）割合（％）

20代 4,690 784 16.7

30代 6,379 2,233 35.0

40代 6,970 2,538 36.4

50代 6,312 2,403 38.1

60代 8,857 3,436 38.8

70代 13,691 2,548 18.6

計 46,899 13,942 29.7

[表2]  大崎市子宮頸がん検診年代別申し込み
　　　者数             （平成30年6月4日現在）

地
域 日程・受付時間 場所

鹿
島
台

7月18日～20日 8：30
～9：00、9：30～10：00、
12：30～13：00

鹿島台保健セン
ター

田
尻

7月23日  8：30～9：00、
9：30～10：00

大貫地区公民館

7月24日・25日   8：30
～9：00、9：30～10：00、
12：30～13：00

田尻スキップセ
ンター

鳴
子
温
泉

9月11日  8：30～9：00、
9：30～10：00

川渡地区公民館

9月12日  8：30～9：00、
9：30～10：00

鬼首基幹集落セ
ンター

9月13日  8：30～9：00、
9：30～10：00、12：30～
13：00

鳴子保健・医療
福祉総合セン
ター

岩
出
山

10月16日・17日 8：30
～9：00、9：30～10：00、
12：30～13：00

岩出山公民館
（スコーレハウ
ス）

■中級試験（短大卒程度）の受験資格

職種 受験資格

幼稚園
教諭兼
保育士

平成元年4月2日から平成11年4月1日ま

でに生まれた人で、幼稚園教諭免許と保育

士資格の両方を有する人、または平成31年

3月31日までに幼稚園教諭免許と保育士資

格の両方を取得する見込みの人

栄養士

平成元年4月2日から平成11年4月1日ま

でに生まれた人で、栄養士の資格を有する

人または平成31年3月31日までに資格を取

得する見込みの人

■初級試験（高校卒程度）の受験資格

職種 受験資格

行政 平成9年4月2日から平成13

年4月1日までに生まれた人

※行政（身体障がい者）は、次

　の要件が追加されます。

①自力により通勤ができ、介護

者なしに職務の遂行が可能な

人、②身体障害者手帳の交付を

受けている人、③活字印刷文に

よる出題に対応できる人

土木

行政（身体
障がい者）

■社会人試験（短大卒程度）の受験資格

職種 受験資格

幼稚園
教諭兼
保育士

昭和54年4月2日から平成元年4月1日ま

でに生まれた人で、幼稚園教諭免許と保育

士資格の両方を有し、幼稚園または保育所

において、幼稚園教諭または保育士として

通算5年以上の職務経験を有する人

自然環
境専門
員

昭和44年4月2日以降に生まれた人で、大

学などで自然環境などを学び、生物多様性

の保全・活用に係る実務経験を有し、鳥類

および水田生物の知見を有する人

験
票
（
62
円
切
手
貼
付
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送

(

簡
易
書
留
郵
便
な
ど
確
実
な
方
法)

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
送
付
先

〒
９
８
９
―
６
１
８
８

大
崎
市
古
川
七
日
町
１
―
１　

大
崎
市
役
所
総
務
課
人
事
担
当

■
申
込
受
付
期
間

　

７
月
2
日

か
ら
８
月
6
日

17

時
15
分
ま
で（
土
・
日
、祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
6
日


　

17
時
15
分
ま
で
に
総
務
課
に
届

　

い
た
も
の
が
有
効
で
す
。
当
日

　

消
印
は
有
効
で
は
な
い
の
で
注

　

意
し
て
く
だ
さ
い
。

 


